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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
平
成
27
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事

平
成
27
年
6
月
9
日
㈫ 
二
年
次
生
文
楽
鑑
賞
教
室

 

（
於 
国
立
文
楽
劇
場
）

　
　
　
　

7
月
4
日
㈯ 

第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

　
　
　
　

10
月
8
日
㈭
〜
9
日
㈮　

三
年
次
生
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー

 

（
於 

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
高
岳
館
）

　
　
　
　

11
月
26
日
㈭ 

院
生
合
同
学
術
研
究
会

　
　
　
　

12
月
12
日
㈯ 

第
一
回 

プ
レ
・
ス
テ
ュー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

12
月
19
日
㈯ 

第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

平
成
28
年
1
月
23
日
㈯ 

第
二
回 

プ
レ
・
ス
テ
ュー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
12
日
㈯ 

第
三
回 

プ
レ
・
ス
テ
ュー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
15
日
㈫ 

新
二
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

　

日　
　

時 

平
成
二
十
七
年
七
月
四
日
㈯　

午
後
二
時
よ
り

　

会　
　

場 

文
学
部
第
一
学
舎　

Ａ
三
○
一
会
議
室

　

研
究
発
表

　
　
「
在
原
元
方
の
評
価
に
関
す
る
一
考
察
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

坂
本　

美
樹

　
　
「
松
尾
芭
蕉
論
の
発
句
に
お
け
る
中
国
語
訳

　
　
　

―
日
中
の
伝
統
的
美
意
識
に
基
づ
く
発
句
翻
訳
の
可
能
性
―｣

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

胡　
　

文
海

　
　

｢

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
仮
名
文
字
遣
に
つ
い
て

　
　
　

―「
お
」「
於
」「
を
」「
越
」
を
中
心
と
し
て
―｣

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

松
本　

美
惠

　
　
「｢

英
霊｣

の
語
誌
―「
英
華
秀
霊
」
か
ら｢

戦
死
者｣

へ
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

利
岡　

真
帆
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◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

　

日　
　

時 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
㈯

 
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

　

会　
　

場 
文
学
部
第
一
学
舎　

Ａ
三
○
一
会
議
室

　

研
究
発
表

　
　
「
井
上
靖
「
桜
蘭
」
論

　
　
　

―「
桜
蘭
」
に
お
け
る〈
水
〉と〈
ロ
ブ
湖
〉の
意
味
を
中
心
に
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

蘇　
　
　

洋

　
　
「
司
馬
遼
太
郎
「
倉
敷
の
若
旦
那
」
論

　
　
　

―
そ
の
語
り
と
登
場
人
物
に
つ
い
て
―｣

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

森　
　

瑠
偉

　

講　
　

演

　
　
「
火
野
葦
平
の
平
和
活
動

　
　
　

―｢

ア
ジ
ア
諸
国
会
議｣

か
ら
、
中
国
へ
―｣

 

本
学
教
授　

増
田　

周
子

三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会　

発
表
要
旨

　

な
お
、
成
稿
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
七
月
四
日
）

　

研
究
発
表

　
　
「
在
原
元
方
の
評
価
に
関
す
る
一
考
察
」 

坂
本　

美
樹

　
　
（
本
号
掲
載
）

　
　
「
松
尾
芭
蕉
論
の
発
句
に
お
け
る
中
国
語
訳

　
　
　

―
日
中
の
伝
統
的
美
意
識
に
基
づ
く
発
句
翻
訳
の
可
能
性
―｣

 

胡　
　

文
海

　
　
（
改
題
後
、
本
号
掲
載
）

　
　
「『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
仮
名
文
字
遣
に
つ
い
て

　
　
　

―「
お
」「
於
」「
を
」「
越
」
を
中
心
と
し
て
―
」 

松
本　

美
惠

　

仮
名
序
を
有
す
る
写
本
『
巻
子
本
』『
元
永
本
』『
清
輔
本
（
宮
本
本
）』

（
以
下
『
宮
本
本
』
と
す
る
）『
清
輔
本
（
前
田
本
）』（
以
下
『
前
田
本
』

と
す
る
）『
伊
達
本
』『
嘉
禄
二
年
本
』
を
対
象
と
し
、
仮
名
文
字
遣
に
つ

い
て
検
証
を
行
っ
た
。

　

各
写
本
に
見
ら
れ
る
「
お
」「
於
」「
を
」「
越
」
の
使
用
数
の
分
析
よ

り
、『
宮
本
本
』『
前
田
本
』『
伊
達
本
』『
嘉
禄
二
年
本
』
に
お
い
て
「
お
」

よ
り
「
於
」
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
越
」
の

助
詞
以
外
の
使
用
例
は
『
元
永
本
』『
宮
本
本
』
に
各
一
例
ず
つ
で
あ
っ
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た
。
更
に
、『
宮
本
本
』、『
前
田
本
』
に
お
い
て
は
「
お
」「
於
」
と
「
を
」

「
越
」
の
混
同
が
見
ら
れ
た
。『
宮
本
本
』
に
お
け
る
混
同
は
「
さ
か
え
お

こ
り
て
」
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
り
、「
さ
可
え
越
こ
里
弖
（
栄
え
傲
り

て
）」
と
い
う
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
行
に
あ
る
「
水
乃
あ
者
越
み
て

（
水
の
泡
を
見
て
）」
と
い
う
表
記
か
ら
く
る
ぎ
な
た
読
み
に
属
す
る
書
き

間
違
い
に
よ
る
仮
名
文
字
遣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。『
前
田
本
』
に
お
い

て
は
助
詞
「
を
も
」
を
「
於
も
」
と
す
る
仮
名
文
字
遣
が
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
「
つ
ら
ね
歌
」
か
ら
く
る
和
歌
に
見
ら
れ
る
掛
詞
の
用
法
と
同
様
と

み
ら
れ
、
同
じ
く
清
輔
本
系
統
に
属
す
る
『
宮
本
本
』
に
は
見
ら
れ
な
い

『
前
田
本
』
特
有
の
用
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。『
伊
達
本
』『
嘉
禄

二
年
本
』
に
お
い
て
は
「
越
」
は
助
詞
と
し
て
の
仮
名
文
字
遣
が
主
で
あ

り
、『
伊
達
本
』
に
見
ら
れ
る
「
あ
越
や
ぎ
」
に
つ
い
て
は
「
あ
越
や
ぎ
を

や
」
と
行
替
え
す
る
こ
と
な
く
書
か
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
あ

を
や
ぎ
を
や
」
と
書
く
こ
と
に
よ
る
見
間
違
え
を
回
避
し
た
「
変
字
」
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
仮
名
序
」
に
お
い
て
は

「
越
」
は
「
を
」
に
属
す
る
表
記
で
あ
り
、「
越
」＝「
お
」
と
す
る
用
法
は

「
つ
ら
ね
歌
」
に
見
ら
れ
る
和
歌
に
現
れ
る
用
法
で
あ
る
た
め
、「
越
」
を

「
お
」
の
代
用
と
す
る
仮
名
文
字
遣
の
概
念
は
、
散
文
で
あ
る
「
仮
名
序
」

に
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
検
証
結
果
と
な
っ
た
。

　
　
「「
英
霊
」
の
語
誌
―「
英
華
秀
霊
」
か
ら
「
戦
死
者
」
へ
―
」

 

利
岡　

真
帆

　
「
英
霊
」
と
は
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
に
よ
る
と
「（
一
）（「
英

華
秀
霊
」
の
気
の
集
ま
っ
て
い
る
人
の
意
）
す
ぐ
れ
た
人
。
ま
た
、
そ
の

魂
。
英
才
。（
二
）（
形
動
）
才
能
、
体
格
な
ど
の
す
ぐ
れ
て
い
る
さ
ま
。」

の
よ
う
に
生
死
に
関
係
な
く
霊
魂
や
性
質
・
才
能
な
ど
が
す
ぐ
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
と
、「（
三
）
死
者
の
霊
魂
を
尊
敬
し
て
い
う
語
。
明
治
以
後

は
戦
死
者
の
霊
を
い
う
こ
と
が
多
い
。」
の
よ
う
に
死
者
の
尊
称
と
し
て
の

意
味
と
が
あ
る
。
こ
の
死
者
の
尊
称
は
明
治
以
後
、
戦
死
者
を
指
す
こ
と

ば
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
連
合
軍
最
高
司
令
部
民
事
検
閲
局

の
「
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
に
も
と
づ
く
検
閲
の
要
領
に
か
ん
す
る
細
則
」
に

お
い
て
「
7
．「
大
東
亜
戦
争
」「
大
東
亜
共
栄
圏
」「
八
紘
一
宇
」「
英
霊
」

の
ご
と
き
戦
時
用
語
の
使
用
を
避
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
記
さ
れ
る
ほ

ど
「
英
霊
」
は
戦
死
者
を
指
す
こ
と
ば
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
雑
誌
や
新
聞
、
弔
辞
を
用
い
て
「
す
ぐ
れ
た
人
」
と
い
っ
た
意

味
で
あ
っ
た
「
英
霊
」
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
戦
死
者
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た

の
か
と
い
う
「
英
霊
」
の
語
誌
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

調
査
の
結
果
、「
英
霊
」
は
一
八
九
五
年
か
ら
戦
死
者
に
対
し
て
使
用
さ

れ
は
じ
め
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
気
に
使
用
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
日
清
戦
争
と
い
う
今
ま
で
と
は
違
う
国
家
間
の
大
規
模
な
戦
争
が
始
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ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
死
者
の
霊
魂
を
称
え
る
こ
と
ば
と
し
て
「
英
霊
」

が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
靖
国
神
社
で
の
臨
時
大
祭
の
報

道
な
ど
で
徐
々
に
浸
透
し
、
日
中
戦
争
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
英
霊
」＝
戦
死
者
と
い
う
関
係
が
浸
透
し

た
こ
と
に
よ
り
言
論
統
制
の
対
象
へ
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
聞
な
ど
で
は
主
に
戦
死
者
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
弔
辞

で
は
戦
死
者
以
外
の
教
職
者
や
社
長
な
ど
一
般
の
人
に
対
し
て
も
使
用
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
英
霊
」
は
場
面
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
方
が
異
な

り
、
弔
辞
で
の
対
象
者
の
広
が
り
は
特
徴
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
十
二
月
十
九
日
）

　

研
究
発
表

　
　
「
井
上
靖
「
桜
蘭
」
論

　
　
　

―「
桜
蘭
」に
お
け
る〈
水
〉と〈
ロ
ブ
湖
〉の
意
味
を
中
心
に
―
」

 

蘇　
　
　

洋

　
「
楼
蘭
」
は
、
井
上
が
創
作
し
た
西
域
小
説
群
の
一
つ
で
昭
和
三
十
三
年

七
月
の
『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
た
。
西
域
に
短
期
間
実
際
に
存
在
し

た
ロ
ブ
湖
畔
の
小
さ
な
国
、
楼
蘭
の
興
亡
史
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

歴
史
小
説
を
書
く
際
、
井
上
は
史
料
を
詳
細
に
調
べ
た
上
で
、
史
実
の

間
隙
を
空
想
で
埋
め
、
創
作
す
る
。
西
域
を
扱
う
場
合
、
現
存
す
る
史
料

が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
西
域
小
説
群
は
井
上
の
創
造
部
分
が
多
い
の
も

特
徴
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
発
表
で
は
、
楼
蘭
と
い
う
小
国
を
描
く
た
め
に
井
上
が
使
用

し
た
史
料
『
漢
書
』
や
『
史
記
』
と
作
品
「
楼
蘭
」
と
の
共
通
点
や
、
意

図
的
に
改
変
し
た
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。
楼
蘭
は
、
小
国
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
大
国
の
匈
奴
と
漢
に
よ
っ
て
劫
略
さ
れ
、
漢
の
要
求
に
よ
り
国
そ
の

も
の
を
ロ
ブ
湖
流
域
か
ら

善
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
楼
蘭
に
関
す
る

研
究
者
は
、「

善
」
と
い
う
国
名
は
、「
漢
に
よ
り
善
く
善
い
国
」
と
い

う
意
味
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
と
い
う
強
国
に
従
う
と
い
う
立
場

を
明
瞭
に
し
た
地
名
だ
。
だ
が
、
井
上
は
小
説
「
楼
蘭
」
の
中
で
、「

善
」
と
は
、「
新
し
い
水
」
と
い
う
意
味
だ
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
井
上

は
、
い
っ
た
い
何
故
こ
の
よ
う
に
「

善
」
に
独
自
の
意
味
づ
け
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
作
品
内
で
の
〈
水
〉
の
描
写
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。〈
水
〉
は
小
説
「
楼
蘭
」
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
楼
蘭
人
に
と
っ
て
、
ロ
ブ
湖
は
神
で
あ
り
、
祖
先
で
あ
っ
た
。
ロ

ブ
湖
な
し
に
、
決
し
て
楼
蘭
人
た
ち
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

史
料
で
は
、
楼
蘭
は
仏
教
国
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ブ
湖
の
重
要
性
を
強

調
す
る
た
め
、
作
品
内
で
は
、
ロ
ブ
湖
に
棲
ん
で
い
た
神
・
河
竜
を
登
場
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さ
せ
て
い
る
。
楼
蘭
人
は

善
に
移
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
の

よ
う
に
河
竜
へ
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。
ロ
ブ
湖
は
楼
蘭
人
に
と
っ
て
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
分
と
言
え
る
。

　

以
上
よ
り
、
本
発
表
で
は
、
小
説
「
楼
蘭
」
に
お
け
る
〈
水
〉、〈
ロ
ブ

湖
〉
及
び
〈
河
竜
〉
に
関
す
る
描
写
を
詳
細
に
分
析
し
、〈
水
〉
や
〈
ロ
ブ

湖
〉
の
意
味
と
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
　
「
司
馬
遼
太
郎
「
倉
敷
の
若
旦
那
」
論

　
　
　

―
そ
の
語
り
と
登
場
人
物
に
つ
い
て
―｣ 

森　
　

瑠
偉

　
　
（
本
号
掲
載
）

　

講　
　

演

　
　
「
火
野
葦
平
の
平
和
活
動

　
　
　

―｢

ア
ジ
ア
諸
国
会
議｣

か
ら
、中
国
へ
―
」 

増
田　

周
子

　

火
野
葦
平
は
、
公
職
追
放
解
除
後
、
自
ら
の
戦
争
体
験
を
省
み
、
平
和

活
動
に
専
念
し
て
い
く
。
中
で
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
国
際
緊
張
を
緩
和

す
る
目
的
で
一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
十
日
に
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
に
日
本
の
文
化
問
題
代
表
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
で

あ
る
。
本
会
議
に
は
世
界
十
四
ケ
国
、
お
よ
そ
二
百
人
の
人
々
が
集
ま
っ

た
。
日
本
か
ら
は
、
団
長
松
本
治
一
郎
他
、
三
十
四
名
の
代
表
と
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
二
名
が
正
式
に
参
加
し
た
。
相
互
不
可
侵
、
原
水
爆
兵
器
の
使
用

と
撤
廃
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
、
経
済
交
流
な
ど
が
決
定
さ
れ
、
ア
ジ

ア
の
未
来
永
劫
の
平
和
維
持
と
連
帯
を
誓
い
合
っ
た
。
会
議
参
加
の
み
な

ら
ず
、
火
野
は
積
極
的
に
イ
ン
ド
を
視
察
し
、
カ
ー
ス
ト
差
別
批
判
な
ど

を
メ
デ
ィ
ア
に
発
信
し
た
。
イ
ン
ド
訪
問
後
の
四
月
二
十
日
か
ら
は
、
日

本
代
表
団
の
一
部
二
十
八
名
と
共
に
、
新
中
国
を
視
察
し
た
。
広
州
、
漢

口
、
北
京
な
ど
を
訪
れ
、
冷
静
な
観
察
を
行
っ
た
。
比
較
的
好
印
象
の
広

州
と
比
べ
、
密
告
や
言
論
弾
圧
が
蔓
延
す
る
北
京
で
は
、
毛
沢
東
の
統
治

体
制
に
疑
問
を
抱
い
た
。
五
月
一
日
、
メ
ー
デ
ー
で
天
安
門
上
に
遠
く
聳

え
る
毛
を
見
な
が
ら
、
氏
の
絶
対
的
存
在
に
よ
る
不
自
由
な
政
策
が
、
日

本
の
戦
時
中
の
、
言
論
を
奪
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
に
似
て
い
る
と
気
づ
き

始
め
る
。
最
終
的
に
は
、
新
中
国
は
赤
色
全
体
主
義
が
確
立
し
て
い
る
と

結
論
付
け
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
、
火
野
が
中
国
全
体
主
義
体
制
を
批
判

し
て
い
た
の
は
重
要
で
あ
る
。
戦
争
に
利
用
、
翻
弄
さ
れ
、
自
省
し
た
彼

だ
か
ら
こ
そ
、
冷
静
沈
着
に
物
事
を
見
る
目
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

本
講
演
で
は
、
戦
後
七
十
年
、
火
野
の
戦
後
活
動
を
通
し
て
歴
史
を
振

り
返
り
、
平
和
社
会
の
実
現
に
今
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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四
、
平
成
二
十
六
年
度　

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
平
成
二
十
六
年
度　

国
語
国
文
学
専
修　

卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

上
田　

香
織 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
描
か
れ
た
幸
せ
に
つ
い
て

佐
野　

智
恵 

宮
沢
賢
治
の
魅
力
―
賢
治
の
理
想
の
世
界
―

吉
見
麻
衣
子 

『
日
本
霊
異
記
』
に
関
す
る
一
考
察

 

―
髑
髏
を
題
材
と
し
た
二
つ
の
説
話
を
再
読
す
る
―

赤
田　

大
地 

山
崎
豊
子
『
大
地
の
子
』
論

 

―
山
崎
の
描
い
た
戦
争
孤
児
と
は
―

池
口　

直
毅 

団 

鬼
六
『
花
と
蛇
』
論
―
鬼
六
の
Ｓ
Ｍ
と
そ
の
魅
力
―

池
田　

真
央 

『
男
色
大
鑑
』
の
特
色
に
つ
い
て

伊
尻　

幸
花 

小
野
小
町
研
究
―
古
今
集
十
八
首
―

一
色　

美
穂 

再
生
―
村
上
春
樹｢

神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る｣

論
―

江
本　

憲
司 

寺
山
修
司
の
句
作
に
お
け
る
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

 

―
十
代
と
三
十
代
の
句
作
を
比
較
し
て
―

太
田　

大
督 

帝
銀
事
件
に
つ
い
て
の
清
張
の
疑
問
と
推
理

 

―
『
小
説
帝
銀
事
件
』「
帝
銀
事
件
の
謎
」か
ら
読
み
解
く
―

大
西
佳
奈
絵 

式
子
内
親
王
の
恋
歌

大
村　

尚
也 

太
宰 

治
『
グ
ッ
ド
・
バ
イ
』
論

 

―
戦
後
女
性
の
変
容
と
解
放
に
つ
い
て
―

岡
村　

菜
奈 

謡
曲
《
橋
弁
慶
》
と
な
ぎ
な
た

奥　

麻
奈
美 

『
今
昔
物
語
集
』
に
登
場
す
る
動
物

長
田　

奈
緒 

堀 

辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
論
―
堀
辰
雄
の
死
生
観
―

小
野　

晃
信 

見
る
歌
の
発
想
と
表
現
―
上
代
か
ら
中
古
へ
の
変
遷
―

川
﨑　

美
緒 

川
端
康
成
「
眠
れ
る
美
女
」
論
―
作
品
に
見
る
死
生
観
と
美
―

北
川　
　

諒 

子
を
儲
け
ぬ
「
藤
壺
の
ゆ
か
り
」
紫
の
上

 

―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
寡
産
性
と
「
母
」
―

暮
松　

美
穂 

藤
原
定
家
の
書
写
態
度
―
古
典
文
学
の
価
値
―

越
賀　

翔
悟 

向
田
邦
子
研
究｢

鮒｣
 

―
作
品
に
読
み
取
る
〈
嗤
い
〉
へ
の
試
み
―

児
島　

彩
乃 

室
生
犀
星
『
蜜
の
あ
は
れ
論
』
―
幻
想
世
界
へ
の
誘
い
―

駒
井　

大
輝 

能
の
作
り
物
に
関
す
る
研
究

近
藤　
　

正 

江
戸
手
妻
論
―
コ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク
考
―

後
藤　

仁
美 

『
源
氏
物
語
』
と
通
過
儀
礼
―
袴
着
・
元
服
・
裳
着
―

芝
藤　

梨
代 

吉
田
兼
好
の
「
死
」
に
対
す
る
意
識

下
村　

真
輝 

紫
の
上
の
苦
悩
と
出
家
願
望

白
樫　

憲
司 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
文
の
色
に
関
す
る
考
察
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須
田　

佳
未 

日
中
文
学
に
お
け
る
桃
崇
拝
の
比
較

 

―
西
王
母
か
ら
黄
表
紙
ま
で
―

千
田　

菜
穂 
表
現
規
制
問
題
に
対
す
る
有
川
浩
の
姿
勢
に
つい
て
の
考
察

髙
松　

美
里 
瀬
尾
ま
い
こ
に
お
け
る
「
家
族
論
」

瀧
川　

希
恵 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
物
の
怪
―
六
条
御
息
所
を
中
心
に
―

田
中　

千
尋 

近
世
の
化
粧
観

田
中　
　

恵 

物
合
に
つ
い
て

谷
口　

貴
哉 

『
源
氏
物
語
』
と
伊
勢
―
女
流
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
―

玉
木
和
由
美 

三
島
由
紀
夫
の
女
性
観
―
女
性
批
判
―

筑
紫
由
果
梨 

金
春
禅
竹
作
の
『
百
人
一
首
』
引
用

手
塚　

有
香 

女
君
の
名
と
花
―
朝
顔
の
姫
君
―

刀
根　

愛
弓 

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
藤
」
の
意
義

富
永　

麻
央 

中
世
前
期
に
お
け
る
「
婚
姻
」
に
つ
い
て

中
井　

颯
太 

村
上
春
樹
『
風
の
歌
を
聴
け
』
論

 

―
平
行
世
界
に
お
け
る
対
と
な
る
も
の
を
巡
っ
て
―

中
嶋　

仁
志 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
描
か
れ
た
「
笑
い
」

中
野　

智
絵 

『
百
人
一
首
』
に
お
け
る
定
家
の
撰
歌
意
識

 

―
『
三
十
六
人
撰
』
と
の
比
較
を
通
し
て
―

中
村
ち
ひ
ろ 

坂
本
龍
馬
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か

並
木
由
希
子 

能
の
季
節
考

西
田
柚
依
子 

有
川 

浩
作
品
に
お
け
る
恋
愛
論

西
野　

如
葉 

星 

新
一
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
論

 

―
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
見
る
星
新
一
の
女
性
観
―

新
田　

有
佳 

庄
野
潤
三
「
夕
べ
の
雲
」
論

 

―
庄
野
の
書
く
「
い
ま
」
に
つ
い
て
―

平
田　

光
宏 

夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
論

 

―
「
私
」
か
ら
見
る
「
構
造
」
―

福
上
優
香
里 

桜
庭
一
樹
が
目
指
す
も
の

 

―
桜
庭
一
樹
作
品
に
お
け
る
殺
人
―

福
田　

泰
葉 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
手
引
き
す
る
女
房
」

 

―
小
侍
従
を
中
心
に

古
川　
　

凌 

古
代
に
お
け
る
「
に
ほ
ひ
」「
に
ほ
ふ
」
の
変
貌

堀
江　

美
帆 

源
氏
物
語
「
幻
」
の
存
在
理
由

 

―
特
異
な
巻
き
を
読
み
解
く
―

牧
野
未
佳
子 

英
雄
源
義
経
の
誕
生

増
田　

早
紀 

宮
本 

輝
『
花
の
降
る
午
後
』
論

 

―
『
金
繍
』『
避
暑
地
の
猫
』
か
ら
見
る
善
人
と
悪
人
―

松
藤
の
ぞ
み 

紫
式
部
の
素
顔
―
人
物
像
の
変
遷
を
辿
る
―

間
中
真
紀
子 

『
大
和
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
関
係
性

三
谷　

温
子 
神
話
「
海
幸
彦
・
山
幸
彦
」
と
浦
島
伝
説
の
関
連
性
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宮
下　

夏
実 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
雪
―
物
語
の
雪
が
も
た
ら
す
効
果
―

森
田　

美
咲 

初
期
草
双
紙
嫁
入
物
と
理
想
の
結
婚

山
下　

諒
子 
井
伏
鱒
二｢

遥
拝
隊
長｣

論

吉
崎　
　

孝 
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
表
現
論

 
―
橋
本
紡
『
半
分
の
月
が
の
ぼ
る
空
』
比
較
で
見
る
特
徴
―

吉
田　

涼
香 

『
往
生
要
集
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
た
地
獄

吉
田　

晴
香 

『
源
氏
物
語
』
生
霊
事
件
か
ら
み
る
六
条
御
息
所
の
役
割

 

―
夕
顔
巻
・
葵
巻
を
追
っ
て
―

米
本　

舞
子 

金
城
一
紀
が
目
指
す
在
日
文
学
の
未
来

 

―
朴
舜
臣
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
は
―

川
本　

彩
純 

西
行
法
師
の
研
究
―
月
の
恋
歌
か
ら
垣
間
見
え
る
西
行
の
想
い
―

蠟
野　

杏
子 

三
島
由
紀
夫
『
女
神
』
論
―
創
り
込
ま
れ
た〈
通
俗
的
〉小
説
―

〈
国
語
学
〉

木
戸　

友
也 

相
撲
に
お
け
る
、「
寄
る
」
の
他
動
詞
と
し
て
の
使
用
に
つ

い
て

阿
形　

恒
廉 

形
容
詞
型
活
用
と
形
容
動
詞
型
活
用
を
も
つ
語
幹
同
形
語

の
使
い
分
け

乙
武　

真
以 

関
西
人
に
と
っ
て
「
バ
カ
」「
ア
ホ
」
と
は

北
野　

彩
菜 

「
神
」
の
歴
史
と
現
在

藏
本　

真
由 

「
気
が
す
る
」
と
「
感
じ
が
す
る
」
の
文
法
化

坂
田　

将
規 

関
西
に
お
け
る
断
り
表
現

 

―
行
け
た
ら
行
く
っ
て
ど
っ
ち
や
ね
ん
―

宍
戸　

彩
花 

若
年
層
流
行
語
「
そ
れ
な
」
の
方
言
性
と
使
用
実
態

淡
越　
　

裕 

名
づ
け
か
ら
見
る
日
本
人
の
男
性
像
と
女
性
像
と
人
間
像

日
野　

智
美 

「
み
た
い
な
」
に
ぼ
か
す
意
思
は
あ
る
の
か

 

―
文
末
の
引
用
表
現
か
ら
み
る
「
み
た
い
な
」
の
実
態
―

福
地　
　

諒 

ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
新
し
い
言
語
変
化

福
永　

志
帆 

飲
料
水
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
消
費
者
に
伝
え
た
い

こ
と
―
書
体
を
中
心
と
し
て
―

福
原　
　

翔 

オ
ノ
マ
ト
ペ
「
は
ら
は
ら
」
の
変
遷

藤
井　

真
理 

「
秋
萩
帖
」
の
仮
名
―
そ
の
多
様
性
と
使
用
実
態
に
つ
い
て
―

前
田　

夏
美 

「
見
せ
る
」
の
謙
譲
語
の
変
遷
に
つ
い
て

水
島　

秀
僚 

和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
町
に
お
け
る
僧
侶
の
呼
称
に
つ
い

て
の
研
究

山
本　

綾
香 

『
書
札
調
宝
記
』
に
お
け
る
敬
意
表
現
に
つ
い
て

吉
崎　

綾
夏 

関
西
方
言
「
タ
ー
ル
」
の
使
い
分
け
の
要
因
を
探
る
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◇
平
成
二
十
六
年
九
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

顧　
　

琦
淵 
安
部
公
房
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」
論

 

―
「
ア
ル
ゴ
ン
」
に
含
ま
れ
る
狙
い
―

蘇　
　
　

洋 

井
上 

靖
「
孔
子
」
論
―
「
孔
子
」
の
詞
と
そ
の
背
景
―

〈
国
語
学
〉

馬　
　

玉
超 

化
粧
品
語
彙
の
日
中
対
照
研
究

◇
平
成
二
十
七
年
三
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

日
渡　
　

佑 

棄
老
説
話
に
お
け
る
性
差

周　
　

双
慶 

開
高 

健
「
玉
、
砕
け
る
」
論

浅
田　

孝
祐 

高
等
学
校
に
お
け
る
国
語
科
（
古
文
）
教
育
の
検
討

 

―
徒
然
草
を
教
材
例
と
し
て
―

川
畑　

悠
樹 

『
万
葉
集
』「
広
瀬
本
」
に
お
け
る
書
入
の
考
察

寺
田　
　

伝 

初
期
定
家
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
研
究

長
谷
川
達
也 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
所
収
「
伯
母
事
」
の
成
立
過
程

 

―
和
歌
説
話
の
形
成
―

藤
村　

美
緒 

坂
口
安
吾
「
信
長
」
論
―
信
長
と
濃
姫
―

佐
藤　

弓
華 

芥
川
龍
之
介
「
開
花
の
殺
人
」
論
―
知
識
人
の
葛
藤
―

〈
国
語
学
〉

岩
下　

真
央 

『
小
野　
　

字
盡
』
に
つ
い
て
の
研
究

仇　
　

子
揚 

近
現
代
日
中
同
型
漢
語
の
使
用
状
況
に
関
す
る
研
究

 

―
軍
事
用
語
を
め
ぐ
っ
て
―

利
岡　

真
帆 

弔
辞
の
談
話
構
造
と
文
体
に
関
す
る
研
究

山
本　
　

空 

方
言
談
話
に
お
け
る
二
人
称
代
名
詞
の
談
話
機
能

◇
平
成
二
十
七
年
三
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

立
石　

大
樹 

三
代
集
の
基
礎
的
研
究

福
留　

瑞
美 

奉
納
百
首
の
表
現
史


